
○勤務実績不良等職員等に対する重点特別指導等に関する要綱の制定について
平成15年12月26日例規（務）第89号

改正

令和2年3月27日例規（務）第25号

令和5年3月31日例規（務）第40号

この度、 「特別指導等に関する要綱の制定について」 （平成13年10月31日例規（務）第222号）の全

部を改正し、別記のとおり勤務実績不良等職員等に対する重点特別指導等に関する要綱を定め、平成
16年1月1日から実施することとしたので、適切に運用されたい。

別記

勤務実績不良等職員等に対する重点特別指導等に関する要綱

第1 目的

この要綱は、身上又は服務上の問題を有すると認められる職員（条件付採用期間中の職員及び非

，常勤職員を除く。以下同じ。 ）及び健康状態に起因する問題を有すると認められる職員について、

勤務実績不良等職員、要指導職員又は要観察職員（以下「勤務実績不良等職員等」という。 ）とし

て指定し、これに対する指導監督の制度を確立することによって、問題の解決又は原因の解消を図

るとともに､公務の能率の維持及び適正な運営並びに厳正な規律の保持に資することを目的とする。

第2指導監督の区分等

1 指導監督の区分

前配第1の指導監督は、次に掲げるもの（以下「重点特別指導等」という。 ）に区分して行う

ものとする。

（1） 重点特別指導組織的な指導方針の下に継続的かつ具体的に行う指導監督をいう。

（2） 特別指導重点特別指導に至らない継続的かつ具体的に行う指導監督をいう。

（3） 継続観察継続的な観察により行う指導監督をいう。

2重点特別指導等の対象となる職員

重点特別指導は勤務実績不良等職員に、特別指導は要指導職員に、継続観察は要観察職員に対

して行うものとする｡

第3勤務実績不良等職員等の指定等

1 勤務実績不良等職員の指定

（1） 所属長は、所属職員が次のいずれかに該当すると認めるときは、勤務実績不良等職員指定

申請書（別記様式第1号）により警務部長（警務課）に勤務実績不良等職員の指定の申請をす

るものとする。この場合において、警察本部の所属長にあっては所属する部の庶務担当課長及

び監察室長（以下「庶務担当課長等」という。 ）と、警察学校長、方面本部長、組織犯罪対策

本部長、犯罪対策戦略本部長及び万博対策本部長にあっては監察室長と、警察署長にあっては

担当方面本部長（大阪府警察監察規程（平成12年訓令第17号）第4条第2項の規定により当該

警察署を担当する方面本部長をいう。以下同じ。 ）と協議するものとする。

ア最近の人事評価の個人評価の評価結果がEである、最近及びその直前の個人評価の評価結

果が連続してDである等、職務の遂行に必要な能力又は気力に欠けるため勤務実績が著しく

不良である。

イ勤務規律、職務執行、飲酒、借財等に関して、警察職員として必要な適格性に著しく問題

がある。

（2） 前記（1）の申請は、毎年9月中に行うものとする。ただし、同月以外の月に申請をするこ

とを妨げない。

（3） 警務部長は、前記（1）の申請を受理したときは、警務課長の意見を聴いた上、当該申請に

係る職員が同（1）のア又はイの要件（以下「重点特別指導対象要件」という。 ）に該当し、か

つ、重点特別指導が必要と認めるときは勤務実績不良等職員の指定の決定を、重点特別指導対

象要件に該当するが重点特別指導が必要でないと認めるとき、又は該当するがその原因が疾病

その他身体の故障（以下「疾病等」という。 ）であると認めるときは指定の申請の却下の決定

を行うものとする。この場合において、警務部長は、必要があると認めるときは、当該申請を

した所属長から意見を聴くことができる。



（4） 警務課長は、前記(3)により警務部長に意見を述べるときには、監察室長及び方面本部長
と協識するものとする。この場合、当該申請に係る職員の重点特別指導対象要件に該当する原

因が疾病等であると疑われるときは､健康管理センター所長を協謹に参加させるものとする。
（5） 警務部長は、前記（3）により決定を行ったときは、当該決定の内容を、勤務実績不良等職
員指定等通知書（別記様式第2号）により申請をした所属長に通知するとともに、勤務実績不
良等職員指定等一覧表（別記様式第3号）により庶務担当課長等及び担当方面本部長に通知す
るものとする。

なお､指定の申請の却下の決定を行ったときは､当該申請に係る職員を要指導職員に指定しも

又は要観察職員に指定するように指示するものとする。

（6） 所属長は､前記(5)により警務部長から勤務実績不良等職員の指定の通知を受けたときは、

当該通知に係る職員に対し当該通知の内容を通知するものとする。

2要指導職員等の指定

（1） 所属長は、所属職員が次のいずれかに該当すると認める場合で特別指導を行う必要がある

と認めるとき、又は前記1の(5)により警務部長から要指導職員への指定の指示を受けたとき

（後記第7の1の(6)により要指導職員に指定するときを含む。 ）は、当該職員を要指導職員

に指定するものとする。

ア前記1の（1）のアに該当しないが、勤務実績が不良である。

イ前記1の（1）のイに該当しないが、警察職員として必要な適格性に問題がある。

ウ疾病等が原因となって、職務に影響を及ぼしている。

エ家族の病気等職員の身上に関して問題を有し、職務に影響を及ぼしている。

（2） 所属長は、前記（1）のアからエまでのいずれかに該当すると認める場合で特別指導を行う

必要はないものの継続観察を行う必要があると認めるとき、又は前記1の（5）により警務部長

から要観察職員への指定の指示を受けたとき（後記第7の1の（6）により要観察職員に指定す

るときを含む。 ）は、要観察職員に指定するものとする。

（3） 所属長は、前記（1）又は(2)による指定をするときは、警察本部の所属長、警察学校長、

方面本部長、組織犯罪対策本部長、犯罪対策戦略本部長及び万博対策本部長（以下「本部所属

長等」という。 ）にあっては監察室長と、警察署長にあっては担当方面本部長と協議するもの

とする。

第4勤務実績不良等職員等の申請等の検討の指示

警務部長又は方面本部長は、その職務を通じて重点特別指導等を行う必要があると認める職員を

認知した場合は、当該職員の属する所属の長に対し、勤務実績不良等職員の指定の申請又は要指導
職員若しくは要観察職員（以下「要指導職員等」という。 ）の指定を検討するよう指示することが

できるものとする。

第5指導主担者等の指定

1 指導主担者の指定

所属長は､警務部長から勤務実績不良等職員の指定の通知を受けたとき、又は要指導職員等の

指定をしたときは、勤務実績不良等職員等ごとに、原則として、当該職員の直属の警部以上の階

級にある警察官（これに相当する一般職員を含む。 ）のうちから適任と認める者を当該職員に対

して重点特別指導等を主として行う者（以下「指導主担者」という。 ）に指定しなければならな

い。

2指導副主担者の指定

所属長は、指導主担者以外の監督者に重点特別指導等について適任と認める者がいるときは、

当該監督者を指導主担者を補佐して重点特別指導等を行う者（以下「指導副主担者」という。 ）

に指定することができる。

第6勤務実績不良等職員等に対する指導監督

1 勤務実績不良等職員に対する指導監督

（1） 指導計画の策定

ア所属長は、勤務実績不良等職員ごとに、指導主担者及び指導副主担者（以下「指導主担者

等」という。 ）の意見等を踏まえた上、警務部長及び担当方面本部長と協議して、勤務実績

の向上等を図るための具体的な指導の要領、期間等についての計画（以下「指導計画」とい



う° ）を策定するものとする。

イ所属長は、指導計画の策定に当たっては、定期的な面接の実施、所属における教養の実施

等当該職員が指定に至った原因等に応じた計画の策定に努めるとともに、所属内における配

置換え、その担当する業務の変更等の措置を併せて検討するものとする。

なお、指導計画に従って指導を行っている場合において、指導の進ちょく状況等によりそ

の計画を変更する必要が生じたときは、その都度、警務部長及び担当方面本部長と協溌して

指導計画を策定し直すものとする。

（2） 指導監督

ア重点特別指導は、原則として、勤務実績不良等職員が属する所属において指導主担者等及

び当該所属の幹部が実施するものとする。

イ指導主担者等は、指導計画に従い、勤務実績不良等職員に対して具体的な指導を継続的に

行うとともに、月1回以上、面接を実施して指導結果等について確認を行い、その状況を毎

月、勤務実績不良等職員指導・面接記録表（別記様式第4号）により所属長に報告しなけれ

ばならない。

（3） 指導事案認知時の措置

指導主担者等は、重点特別指導により勤務実績不良等職員の指示又は命令の不履行、不適切

な職務執行その他の指導を要する事案（以下「指導事案」という。 ）を認知したときは、直ち

に指導事案認知報告書（別記様式第5号）により所属長に報告しなければならない。

2要指導職員等に対する指導監督

（1） 指導主担者等は、あらゆる機会を通じて要指導職員等の実態を継続的かつ具体的に把握す

るとともに、その実態に適応した特別指導又は継続観察（以下「特別指導等」という。 ）を実

施し、問題の解決又は原因の解消に努めるものとする。

なお、要指導職員等に指定した者でその原因が疾病等であるものに対する特別指導等につい

ては、疾病等の治療等を優先した内容のものとし、当該要指導職員等に対して大阪府警察職員

健康管理規程（平成18年訓令第15号）第33条に規定する保健指導が行われているときは、担当

する保健師の意見を踏まえたものとしなければならない。

（2） 指導主担者等は、特別指導等により要指導職員等の人事管理上参考となる情報を入手した

ときは、その都度、特別指導等実施結果報告書（別記様式第6号）により所属長に報告しなけ

ればならない。

（3） 前記1の(3)の規定は、要指導職員等に対する特別指導等により指導事案を認知したとき

に準用する。

第7勤務実績不良等職員等の指定の解除等

1 勤務実績不良等職員の指定の解除等

（1） 所属長は、勤務実績不良等職員の指定を受けた場合は、適時に指導計画に基づく指導結果

を検証し、勤務実績不良等職員が次のいずれかに該当するときは、勤務実績不良等職員解除申

請書（別記様式第7号）により警務部長（警務課）に勤務実績不良等職員の指定の解除を申請

するものとする。

ア重点特別指導対象要件に該当しなくなったと潔めるとき。

イ重点特別指導対象要件に該当するが、重点特別指導の必要がないと認めるとき。

ウ重点特別指導対象要件に該当するが、その原因が疾病等であると疑われるとき。

（2） 所属長は、前記（1）による申請に際しては、庶務担当課長等又は担当方面本部長と協議す

るものとする。

（3） 警務部長は、前記（1）による申請を受理した場合において、当該職員について、勤務実績
不良等職員の指定の必要がないと認めるときはその指定の解除の決定を、引き続き当該指定の

必要があると認めるときは申請の却下の決定をするものとする。

（4） 前記（3）の決定の手続については、前記第3の1の（3）及び(4)の規定を準用する。この

場合において、同（3）中「指定の決定」とあるのは「申請の却下」と、 「指定の申請の却下」

とあるのは「指定の解除」と読み替えるものとする。

（5） 警務部長は、前記(3)の決定を行ったときは、その内容を、勤務実績不良等職員指定等通

知書により申請をした所属長に通知するとともに、勤務実績不良等職員指定等一覧表により庶



務担当課長等及び担当方面本部長に通知するものとする。

（6） 所属長は、前記(5)により警務部長から決定の通知を受けたときは、当該通知に係る職員

に対し当該決定の内容を通知するとともに、当該決定が勤務実績不良等職員の指定の解除であ

るときは、改めて当該職員を要指導職員（当該職員に係る勤務実績不良等職員の指定の理由が

前記第3の1の（1）のアの要件であった場合で、当該職員の最近の人事評価の個人評価の評価

結果がc以上である等、職務の遂行に必要な能力及び気力を有し、勤務実績に著しい改善が認
められるときは、要観察職員）に指定するものとする。

2要指導職員の指定の継続等

（1） 所属長は、要指導職員を指定した場合は、適時に指導結果を確認し、要指導職員としての

指定に関して検討を行うものとする。

（2） 前記（1）の検討の結果、当該職員について勤務実績不良等職員の指定の申請又は要観察職

員への指定の変更が必要であると認めるときは、その手続をとるものとする。ただし、要指導

職員に指定した日から2年を経過する時点において勤務実績不良等職員の指定の申請又は要観

察職員への指定の変更の手続をとらないときは、監察室長又は担当方面本部長と協議の上、要

指導職員指定継続申請書（別記様式第8号）により警務部長（警務課）に申請し、要指導職員

の指定の継続の承認を得なければならない。

3要観察職員の指定の解除等

所属長は、要観察職員を指定した場合は、適時に指導結果を確認し、要観察職員としての指定

に関して検討を行い、当該検討の結果に基づき、次のいずれかに該当するときは、それぞれに定

める措置をとるものとする。

（1） 勤務実績不良等職員の指定の申請又は要指導職員への指定の変更が必要であると認めると

き。

指定の申請又は指定の変更の手続をとる。

（2） 要観察職員の指定の必要がなくなったと認めるとき。

監察室長又は担当方面本部長と協議の上、要観察職員の指定を解除する。

（3） 要観察職員の指定を継続する必要があると認めるとき。

引き続き継続観察を行い、適時に要観察職員としての指定に関して検討を行う。

4その他の人事措置の検討

所属長は、勤務実績不良等職員については庶務担当課長等又は担当方面本部長と、要指導職員

等については監察室長又は担当方面本部長と協識の上､必要と認めるときは､当該職員に関して、

配置換え、分限処分等の措置について検討するものとする。

第8所属長等の措置

1 警務部長等の措置

（1） 警務部長、庶務担当課長等及び方面本部長は、勤務実績不良等職員の職務執行に必要な基

礎的知識・技能、資質の向上等のため必要があると認めるときは、当該職員に対し教養、研修

等を実施することができる。

（2） 庶務担当課長等及び方面本部長は、勤務実績不良等職員等が属する所属の長との連携を密

にし、必要の都度、当該所属の長、副署長（副隊長、副校長、副方面本部長、組織犯罪対策本

部副本部長、犯罪対策戦略本部副本部長及び万博対策官を含む。 ）又は次長（以下「副署長等」

という。 ）及び指導主担者等と重点特別指導等の推進状況等についての意見交換を行うととも

に、これらの者に対する指導及び助言を行うものとする。ただし、各部の庶務担当課長にあっ

ては、勤務実績不良等職員に係るものに限るものとする。

2所属長の措置

（1） 所属長は、重点特別指導等の円滑かつ効果的な推進を図るため、重点特別指導等の実施状

況を的確に把握して、指導主担者等に対し、指導方法等について必要な指示を行うとともに、

警務課長、監察室長、担当方面本部長その他の関係所属長との連携を密にして、適正な重点特

別指導等を行うものとする。

（2） 所属長は、勤務実績不良等職員等に対する重点特別指導等について、自所属以外の所属の

監督者による指導主担者等に対する助言又は援助を必要とするときは、当該監督者の属する所

、 属の長にその協力を依頼することができる。



3警務課長の措置

警務課長は、庶務担当課長等及び方面本部長との連絡会議を実施する等、この要綱による指導

監督の制度の効果的な運用のために必要な調整を行うものとする。

第9事務の引継ぎ

1 所属長は、勤務実績不良等職員等が他の所属に異動するときは、異動先の所属長に重点特別指

導等に関する害類（以下「重点特別指導等関係書類」という。 ）を送付し、必要事項を通報する
等して確実に引継ぎを行わなければならない。

2前記1により重点特別指導等関係書類を送付するときは、重点特別指導等関係書類送付書（別

記様式第9号）により行うものとする。

3勤務実績不良等職員等の転入があったときは､警察本部の所属長にあっては庶務担当課長等(転

入した職員が要指導職員等であるときは、監察室長）に、警察学校長、方面本部長、組織犯罪対

策本部長、犯罪対策戦略本部長及び万博対策本部長にあっては監察室長に、警察署長にあっては

担当方面本部長に速やかにその旨を通報しなければならない。

第10重点特別指導等関係書類の取扱い

1 保存期間

重点特別指導等関係書類の保存期間は、要観察職員の指定が解除された日（指定が解除される

前に当該職員が退職したときは、退職した日）の属する年の翌年の1月1日から起算して1年と
する。ただし、警務課においては、 5年とする。

2所属における保秘

所属長は、副署長等に重点特別指導等関係書類を保管させ、その取扱いに厳正を期するととも

に、保秘に配意しなければならない。

第11 報告等

所属長は、次の表の左欄に掲げる報告事項の区分に従い、同表中欄に定める時期に同表右欄に定

める様式により警務部長（警務課）宛てに報告するとともに、庶務担当課長等又は担当方面本部長

にその内容（各部の庶務担当課長にあっては、勤務実績不良等職員に係る事項に限る。 ）を通報し

なければならない。

前文（抄） （令和5年3月31日例規（務）第40号）

令和5年4月1日から実施することとしたので、了知されたい。

報告事項 報告の時期 報告の様式

要指導職員等の指定（変更

によるものを含む。 ）及び

解除

その都度 要指導職員等指定等報告書（別記様式第

10号）

勤務実績不良等職員の指

導計画

1 勤務実績不良等職員の

指定の通知を受けたとき。

2指導計画を変更したと

き 。

勤務実績不良等職員指導計画報告書（別

記様式第11号）

勤務実績不良等職員等の

指導事案

認知した都度 指導事案報告書（別記様式第12号） （指

導事案認知報告書の写しを添付するこ

と。 ）

勤務実績不良等職員に対

する重点特別指導の結果

勤務実績不良等職員に指定

した日から3か月ごとに当

該3か月終了の月の翌月の

末日まで

勤務実績不良等職員指導。面接結果報告

書（別記様式第13号） （勤務実績不良等

職員指導・面接記録表の写しを添付する

こと。 ）

要指導職員に対する特別

指導の結果等

要観察職員に対する継続

観察の結果等

要指導職員に指定した日か

ら6か月ごとに当該6か月

終了の月の翌月の末日まで

要観察職員に指定した日か

ら1年ごとに当該1年の最

終の月の翌月の末日まで

要指導職員等指定等報告書



別記様式第1号
ｊ義ｌ

藩
閥

第

雛 月

簿務諦蕊澱

鍵

勤務灘鎖不鍵等繊鼠繼遼聯舗醤

楕定蝋磁 1勤務実績不鎚 2瀬絡性の欠如 〈疾舗鱸の擬い： 櫛・無）

被申諭考

係

採鰯雛灘側

綴鱗臓配擬年月劇

溌級 職鼠瀦籍 磯 鍋

維邦 側 現職務職験隼数

辮月 職 凝溌級昇概雛月撒

雛月 側

● 台

蟻

隼胤

雛月 鰯

現織の指定

鯵有無

X 有〈画饗擶導職鍵 圃饗繍察職鼠〉 2鍵

〔1に該謝する溺令：擶定年月綱 錐 月 I懇

人辮瀞髄総巣

(欄人評綴の評諮）

本年 諭維 前々錐

蝋諭班蜘及

ぴ猟鱒鋪



(漢〉

": X犠迩蝋鋤槻織、該当する番鍔態0節で蝋み、被準諭瀞の撰獅簿の鍵いの獅繍篭つﾔ､て、街

又織無のい微1‘かをC卸で鯛む曇と。

患現控の指溌の有無棚は、譲濁する溌号をO印で鱗み、 1の鱗合獄、 〈 ）内の譲濁す

る鋤こ&梯を付すること。

3噸諭理繊及び獺嬢等欄鰍、被申諭者が鋤務蝋率鍵叉は適籍牲鋤欠鰄ご譲謝する星と及び

その擬磯撫こつも､て、鍵体釣謝鍵聯こ蕊づ瀞灘細こ記入寸るととも#こ、必灘墓辮じ溺談蛎灘

簿を糠鯛する溌料等を添純すること。

4獅綴憂意菟繍城、被申諭瀞鋤構護の漁齋鯛こつ紗ての懲見を認入する亀と．

5播騨上の溌意辮頃等綴紘、被輔瀦を鋤務爽鎖不良簿職駒嬢獺定した職舎の獺騨溌蝋i墓、

溺懲すべき事項簿があれ城認入する違と．

＄鯛難鯛練騨欄りま､指定理織欄の被噸識考“疾溺韓鋤疑いの蒋鯆鼠●いて『有』とした場合

のみ、驚識疾溺等と勤務蝋不鍵又織適総紘の欠如の鰯果関係雑ついて､溺翁・溺状､滞擬

総過熱を詳細に雛入ずるととも;こ、その悶梁鯛鯛ごついて懲見を記入すること．

なお、必灘怠応じ、始綴経過、蝋染関係等を礫明する鐵料鱸を添付ｳ翻る墓と。

7※印欄は、記入しない息と画

所溌長懲見

揃瀞上の灘

懲辮項騨

獺果鯛孫等

(鯉康霧蝋驚分： 勤務澗獺： ）

※決簸
1横瀧 2却下 〈遮燕鞠鯛樹瀞の必蕊なし ･ 撲鯛鯵）

《決鎚隼月職： 年 凡 剛



別記様式第2号
第 号

年 月 閥

蕊毅

瀞 務 獺 擬

勤務爽織率鍵等職鍵擶溌謬通知霧

被申識瀞

係 齢 級 鎚 翁 総錐月撤

● あ

蟻

決溌鰯月卿 隼 灘 側

淡 瀧

0

蝋 調

I

掬灘上の

溌意辮項



別記様式第3号
（その1）

号
間

第
年 月

長殿

欝 務 部 長

勤務実鎖不良淳職員指定等．－覧衷

(疾痢等に篭因すると疑われる｡)、 4は指定の解除を示す。定の申鋪の却下

決定年月 閲 年 月 閥

綴号 所閥必 畷、係錦 瀦級 氏 私 決定の樋別



番玲 所隣墹 課、係聯 階級 鈍 翁 決定の穂燃



別記様式第4号
（その1）

勤務実績不良等職興擶導・赫接協録表

対象者

係 階級 氏 名

指導主担者

職 焔 階級 縫 名

指定年月日 年 月 箇 転入年月Iヨ 年 月 閲

年月間
煙鍾一や‐い②や争牟■

~‐幸一や中一一口‐口

｡‐牢4■ロー‐‐4■ぬ｡

｡■■-口"1■‐わゅa

いつ簿申一口的動一 ‐＆

1

‐‐○幸一一一口一一4

ｰ‐一一一一一－一一｡

ー一一一一■■凸－－－4

“の輪幸単一⑪樺一や､

‐ー一一一一‐‐一一q

ー一一一一一一‐やーq

‐写一一一一一一一一q

一＝－－－‐ｰｰやｰ4

一ー－－ーｰ－－ーｰ4

擶導 ・ 錨接結果
毎口■や■毎庫毒匂＝牢や毎わむ幸痘毎句輯~唾‐や寧琴幸薄幸琴韓練轡毎守幸中‐⑤ロやー倖毎勺~や動一一毎浄‐~埋嘩

ー｡■－つ■■学ローー申や②ｰ.‐一口室一一画一一一＝‐ーマーーー茸画一や－‐やわ童一一一■■‐‐麹画一一画■やロロー

●卓U■一一つ”‐●卓一一一一一一一一｡●ロローーーロ●や一一●今幸や‐ー‐‐口一一一‐わ‐●つ画一の毎中の。■‐q■

一口1■一のやゆ口‐輯－－－1■‐牟一車一の車や‐中心毎や車庫一m寺噂一m画一の②再一一壷■－4■わ四一四○9■‐や車画

”‐や空転や‐ぬ争一隼律や蝉○幸や｡の軸争一意幸わ句画輯壷琴浄や｡“画争一心むめの唾むむ錬錬‐等韓”等や”か旬②

ロー‐つわやや⑪心－－ー‐‐‐ー‐‐。■‐争や‐ｰややめつや÷苧一一一一一一一のロー‐－口今争や口金毎やや÷‐ー‐

一一一一一一‐一つ一一一一一一一一－一一一一一一一一一つ一一一一一‐ー一一一－－－ーーや一一一一一■■‐ローーーー

醇律‐一一一一垂一一一＝－‐｡■一一‐‐ー‐‐ヰーーや雫一一季一一一一一一一一一一の‐‐今つむ‐‐つゃ一●■‐ーーー

嘩一わわ－－華や華幸亭等や毎つ‐車~壷一一｡｡“‐‐ｰ埜幸や~一輪琴~‐わ‐‐ぬー＝~華凸寺一垂画一一一一一一や

ｰ‐ーｰ一－－ー~一一幸一一一一一一一一一一一一や‐ｰや一一一‐‐一幸一一一や一一一一一一一一一一一一一一一一垂

－－一一一一一－一一一ｰ一一一一一一一‐一一一一一ｰ‐~－－－－－－－－－一一一ｰ口や‐ｰ‐一ｰ一一一＝ーー■■ｰ

－－－－－－－－－年－－－－一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一＝－－－－－ーｰ‐ーー‐

ーｰ唾一一一一一一一一一一一一一一一幸‐ー－－‐ーー‐季一一一一一一一一一一幸一一一苧嘩一一李宰一一一樺一一一一

－－－－－－－－一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

所職長卸
Iいむ■やめぬ動轡

I②ーー－－口一一

I｡u■幸一○$■‐｡

P、■酵一ゆゎや‐

P画むめ心やむ鍾拳

、心やー‐わ｡‐＝

､－－－一一－－－

p‐一ー‐－－つ隼

伐一のやー華″斡一

b一一一ー一幸一一

■ー一一-一一一‐

■争争一一一一一一

吟一一一一一一一や

●ｰローーーー‐‐



《その2）継統用紙

年月間
P－－－－－－一一‐a

I■‐｡ー幸一一一一一■

ｰ一一垂一一一一一一七

峰＝ー~‐ーｰ‐~や■

‐‐や‐‐‐や‐ーーq

‐‐‐ｰー卓一■p一一q

や＝ややつ÷‐‐-口q

奉やゆめ争宰や‐や瞳1

ｰ‐勺垂一や働画－－4

嘩一毎画”‐d■⑤q■q■4

毎やわ章｡－つ■■‐‐’

噂函嘩口厚嘩唾幸q■‐I

画一事■■蝉ゆ■■‐ー‐1

一一一一一一一口一一

‐＝奉壷■ー－－口垂

ー＝中一＝ー■■＝凸一

色色②口幽凸一車一一

ｰｰ年一一一一一一一

一一ー一一一ー一■■ー

一一一一ｨ■■－－－■■ ■■

~一幸琴－－垂一一一

一一一ｰ一一一一一一

指導 。 翻接結果
ロー‐一ローーーーーー争幸一一一一一一一一一一一一一や幸や～一一一 や－－－一一一一一幸や~や令一零一一一一一一

■■－－－－一ぬ一一一一一一一一一一一一一や争一●隼一一一一一一一一一一一一つ‐一一一や幸一一一一一一一一一一一一

－－－口一一一一華一心や一一一やー‐ｰ‐一-一~‐‐ｰ一一一口一一一一一一一一一一ロー÷一幸幸一一一一垂一一一一

‐＝~‐ｰ一･学一一一華一÷華一一一一一一一一一一一幸一一毎章寺一“ｰ‐~÷幸一一琴一一＝~ｰ~琴一一一一一蝉一幸

｡‐ロー‐ーわ幸一や‐一一‐‐ローー‐わ一‐ｰ‐⑫幸一●律や‐‐幸一ローーーーーー‐勺準‐口一色一寺一一一一一＝

ーーーー■■－ー‐‐や‐‐や‐一一－一一ー一一一一一一一一ｰ‐‐ローーーー一一一一一一一一一一一－一一一ー一口一一

一一－－－ｰ一一一一や÷やー‐一幸一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一やや‐ｰ‐‐やー‐一一ー‐

の争顛や鞘嘩酵一÷ー幸や垂幸一~や毎一､羊やゆゅ画や隼錬茸涛や‐~■‐一一車一や拳一一一尋一一や岬一やむ庫や一一“

嘩一一一幸一一年‐一一卓一一‐ｰーやゆめ一口の一一⑪‐‐‐ロ章一一一つ‐や、つ‐毎頭幸一~一一一一一一口毎ロ‐や

q■‐‐‐ロ■－－ロー‐ゆゆ‐q■‐口●｡‐ー‐‐‐‐‐‐一一一‐－ｰ‐‐わー~‐つ‐のーロー一むむ‐‐q■＝わ｡ゆq■d■

やロー卓画一一一争一“車一一一ローQ■可■、‐心やめ‐‐や年金董由や●●わ●わ‐‐わ｡‐‐の｡m隼一一由－－画‐つの

ロ■■■－－‐‐庫一幸一匂車幸韓一一一一争竃幸壷専毎一一一‐－画~毎つ韓一一方面均一←毒甸毎つ”毎＝ｰ■1■‐‐”q■旬

ロ■q■ロ■＝－－■上 ■■‐韓ロ一一一ローローーー⑤わ－句‐寧亡‐ー＝ー一‐U■。■‐■■q■一一ーq■■ロヰロロ■‐‐‐薄口■竺②‐‐

ロー画一一一一一一一垂一一一＝や一‐ｰ－－‐一一一一一一一垂一一一．■一一一口一一一q■ー＝ｰ■一一一ローｰ‐‐一ー

‐や車一律＝ｰ一＝ーｰ一竺一一一‐一一一毎幸一一＝‐ーー垂一一季華一一一一一一空一一一＝ｰ一一＝ｰ~一画一一一一

ローーー生■■‐‐＝‐幸一ローーー‐一一一＝‐ー＝‐ー一一‐一一＝一‐一凸一一一色一一一噂一一一画‐ローーーー車一

‐ぬ一一‐や一一Q■ ，＝一一‐ー一一やめ一一や一一ロー‐今垂一一一－一一一＝ー一一一一一一毎口空一生｡一一⑪凸画‐ぬ

ｰ‐ｰ一一一一一毒や幸一‐‐今一一一一つｰ一一‐‐一一ｰ一一一‐~‐‐‐一一一ー‐畢一や今冬幸車一一一一一一一一

一一一一一一一一一一÷一一一一一－－－－一一一一一一一一一一一ｰ一一一一‐一一一一一一一一一一一－－－－－－－‐

－－－－･＝－－一－一一・－一一‐一一一一一一一－一一一一一一一一－一一一一一一一一‐や‐一一一ー一一一ｰ一‐－－－

一一一一一一重一一一ーｰ一幸＊垂今一一一一一一一－“幸一＝■一一一砦一心一一回一一や‐冬一幸一全一迄全一＝ー‐ｰ

一一一一－一一一一一一一一一一一一－一一一一一一一一‐～一一一～一一~－一一一一一一一一一ｰ－－－－‘■■一幸ー一一

所蝋畏卸
lｰーや一幸－－－

レー■■一＝ｰー‐ぬ

､一色一一一一一口

しや‐ｰ‐‐‐幸一

bローーーローー‐

レーーーーーー‐●■

､幸一一一一一一一

、‐零”やむや一一

D‐‐ー－－‐や動

､－－．■わ‐轡d■ロ

b口｡｡■■ゆめの噂

’‐‐わ”1■ぬ‐■■

6口のq■■■■車隼

■一一‐‐幸一一一

､‐唾一一のｰ、■■

■一‐■■‐＝＝＝ー

bロー■b‐4■‐口の

､ｰ‐－－ｰ‐＝替

●－－－－－ｰ一色

■､ｰー一一一一一画

■ー－－ｰー一堂■

ゆ－－－－－－－－



別記様式第5号
年 月 間

所溌長

殿

報譜瀞

術導邪案認知報皆瀞

指定の穂別欄は、該当する番号をO印で囲むこと。

添付資料欄は、資料を添付した溺合のみその賛科の名称を記入すること。

注： 1

2

指定の稲別 1 勤務実績不良等職員 2要指導職員 3要観察職員

対象者

係 階級 職鼠稀舟 氏 名

撚騨螂案

の概要簿

指導・描圃状

況簿

添付壷料



別記様式第6号
(表）

年 月 間

所属長

殿

報告者

特別指導等実施総果報告替

撫定の穂別 X 婆桶導職凝 2婆観獺職蝋

対象考

係 階級 職員番号 氏 名

構定恥幽 1 勤総実綱不良2適絡性の欠如3疾嫡聯 4身.X鳥の獅題

指定年月間 年 月 日 転入年月間 年 月 間

灘揃騨職員等の実態（蕊行、症状、服務態度聯）



(蕊）

注： 1 指定の穂別欄及び指定珊由欄は、餓当する番号を○印で囲むこと。

2転入年月日欄は、当鍍要指導職員等が他所属からの興勤者である場合のみ記入するこ

と。

指導及び措樋状況

指導の検柾結果及び今後の方針

その他参零鄭項



別記様式第7号
鋪 緋

年 月 閲

警務部長殿

災

勤務爽細不良錦職鼠解除等申舗欝

被申舗考欄の指遼魏由は、砿当する綴簿を･卸で棚むこと。

職入蛾月間欄は、謝縦勤務爽繊不良聯職興が他鐡風からの弧勤考である鶏舎のみ記入すること．

添付資料欄は、資料を添付した場合のみその質料の必称を記入すること．

※印欄は、凝入しないこと。

１
２
３
４

戦
心性

被申識者

係 階級 職興番号 氏 名 (指定理由）

l 勤務実戦不良

2適格性の欠如

獺導寵郷新等

指導主楓脅

指導謝主担者

職 端 階級 氏 墹

指定年月日 年 月 日 転入年月日 年 月 閲

検証総果 、

所属長意見等

添付資料

※ 決 定 1 解除 2 申諭の却下
(決定年月日： 年 月 日）

｡ ●



別記様式第8号
蕊 甥

年 月 例

審務部長殿

礎

要指騨職風指定継綾11】舗議

注： 1 犠入年j順欄は、濁縦要揃導職員が他所鯛からの典動滑である鯛合のみ記入すること。

2※印欄は、記入しないこと。

要指導職員

係 階級 職員番号 氏 名

臘瀧年月日 年 月 閥 転入雑月例 年 月 閥

継続申諭

の理由

※決定

1 承認 2卸ド

9



別記様式第9号
第 鍔

年 月 日

長殿

長

蕊点特別揃導轆測係欝類送付瀞

）の麓点特別指導等関係番類を次のとおり送付します。氏翁(階級

譜 類 名 等 部数 備考

鋤務実績不良聯職鍵擶定率諭欝に係る超案文識

勤務実績不良等職興猿定等通知瀞

勤務実績不良等職員摺導・面接記録表

指導事案認知報告番

特別揃騨縛爽施結果報機瀞

勤務実績不良辱職員解除等申諭欝に係る起案文掛

要指騨職員指定継続申諭書に係る起案文懲

饗掴郷職員騨術定鋪報皆瀞に係る鰹案文瀞

勤務実績不良簿職興贈導計画報借欝に係る起案文瞥

指導事案報告醤に係る起案文書

勤務実績不良郷職員擶導・面接結果報告譜に係る起案文譜

その他の撚類（ ）



別記様式第10号
ｊ表
号
日

く

月

鋪
年

瀞務部長殿

長

凝捕導職鼠等擶定縛報告灘

要指導職員等

係 階 級 職負稀号 氏 名 生年月日

● ●

歳

現在の揃定区分 1 勤務爽綱不良等職員2婆掬導職員3要観察職員4無

報脅 I激分

1 獺定及び揃建の変更

(I>要揃導職員に樹定

ア新規

イ勤務実綴不良簿職員の指定の申舗の却下による指定

ウ勤務実繍不良等職員の描定の解除による指定

エ指定の変更

概要観察職鼠に揃定

ア新規

イ勤務実績不良等職鼠の擶定の申諭の却下による鯖定

ウ勤務実績不良等職興の術定の解除による指定

エ擶定の変更 ｡

2解除

(I>解除

(2)勤務実績不良等職尉こ指定

3揃導総果等の報儲

獺定理由

1鋤務実繍不良

2適絡性の欠如

3疾病等

4身上の問題

指定〈鯛卿年月間 年 月 日 転入年月日 年 月 日

揃蝋寵槌瀞騨

指導主担者

指導副主担者

職 鍋 階級 氏 私



(製）

現在の指定区分欄、報告区分欄及び指定畷曲欄は、餓当する番号を○印で囲むこと。

転入年月日欄は、当該要指導職員等が池所属からの異動者である場合のみ記入すること。

指導状況等欄は、報告区分欄の柵ﾘに従って指定の経緯（端締及び概要線)、指導状況及

び揃導方針､擶遼変更（解除）の理由蝉、監察謹長又は棚濁方繭本部鍵との協議状況蝉につ

いて、具体的に雛入すること。

１
２
３

◆
◆注

指導状況等
①

摺導の検証結果及び今後の方針



別記様式第11号
ｊ表
号
日

く

月

鋪
年

瞥務部健殿

長

勤務実績不腿聯職鼠擶騨糾繍報皆欝

対象者

係 礁級 職員番儲 氏 名 生年月日

● ●

歳

報鍔穂別 1新規 2 更新 3計翻の凌更

指定年月間 年 月 職 職入年月Iヨ 年 ハ 綴

指導期間 年 月 問～ 年 月 日

指導主担者騨

指導主担者

獺騨捌主担者

職 名 階 級 氏 名

指導上の

配意琳項



(蕊）

注： 1 報告穂卿胴は、鍍当する瀞舟をO卸で脇むこと。

2転入年月日欄は、当鑛勤務爽綱不良熱職員が他所属からの縄勘考である鳩合のみ記入す

ること。

具体的な

揃導計鰯



別記様式第12号
第 号

年 月 日

瞥務部長殿

長

桶導郡案報告譜

注： 指定の翻別欄は、鍛当する搬号を○印で鯛むこと。

指定の糊別 1 勤務実績不良等職員 2擬指導職鼠 3 ：盤観察職員

対象者

係 階級 職員番号 氏 名

指導主担考

係 階級 氏 翁

捕導事案

の概要等
揃騨聯案認知報皆譜の難しのとおり。

所属長

意見等

イ



別記様式第13号
第 号

年 月 日

警務部長殿

災

勤務実績不良等職風擶導。鮒接結果報告譜

瀧:､ 1綴入年月間欄は、当繊勤務爽繍不良諜職鍵が他所蝋からの幾鋤瀞である瀦合のみ雛入す

ること。

2鯏寸資料欄は、 1の溌料以外の資料を漁寸した場合のみその寅料の名称を記入すること。

対象者

係 階級 氏 名

構騨主捌瀞

係 階級 氏 名

指定年月側 年 月 間 転入年月間 年 月 閥

指導期間 年 月 閲～ 年 月 間

捕騨・教養の

進ちょく状

況、検証結果

等

‐

添付資料
1 勤務実績不良辱職員指導・面接記録表の写し


